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【目的】乳幼児期の急激な体重増加と生活習慣病発症との関連が指摘されている。膵消化
管ペプチドホルモンはエネルギー代謝調節において重要な役割を担っているが、乳幼児期
の産生やその意義は不明である。出生後早期の体重増加モデルマウスとして、母獣に高脂
肪食を負荷するモデルと新生仔過摂食モデルの 2 つを用いて、仔の膵消化管ペプチドホル
モン産生に与える影響を検討した。	 
【方法】C57BL/6 妊娠マウスの自然分娩（出産または出生 0 日）後、出産 2 日目より通常コ
ントロール餌群（以下 C 群）、高脂肪餌群（以下 H 群）、新生仔過摂食群（以下 O 群）の 3
群に分けた。C 群と O 群はコントロール餌（脂質エネルギー比率 10％）を、H 群は高脂肪餌
（同 45％）を与えた。母獣 1 匹当たり C 群と H 群は 10 匹の仔を、O 群は 4 匹の仔を授乳さ
せ、雌雄数はほぼ同数とした。仔は出生 14 日目と 21 日目に血糖、血清インスリン及び胃
内容物重量を測定し、胃・膵臓・小腸を採取した。胃グレリン含量をラジオイムノアッセ
イ法で測定し、膵インスリンと小腸インクレチン（GLP-1、GIP）の遺伝子発現レベルを定
量 PCR にて測定した。	 
【結果】C 群と比較して、H 群と O 群の仔において約 1.2 倍の体重増加が認められ、胃内容
物重量は O 群で約２倍に増加していた（p＜0.05）。出生 14 日の仔マウスの胃の総グレリン
含量は O 群で増加、アシル化グレリン分子型は H 群と O 群で増加を認め、活性型グレリン
比率が H 群と O 群で上昇した（p＜0.05）。小腸におけるインクレチンの遺伝子発現量は、
出生 14 日で H 群及び O 群に上昇が認められた（p＜0.05）。H 群と O 群において出生 14 日に
血糖値の上昇を認めたが、21 日では C 群と差がみられなかった。血清インスリン値は、出
生 14 日と 21 日の O 群に上昇が認められた（p＜0.05）が、H 群はいずれも上昇がみられな
かった。また、出生 21 日の O 群に膵インスリン遺伝子発現上昇が認められた（p＜0.05）
が、H 群では有意な変化は認められなかった。	 
【考察】今回検討した 2 つの出生後早期体重増加モデルにおいて血糖調節及び膵消化管ペ
プチドホルモン産生に対する異なる影響が明らかとなり、経口栄養素の違いによるインス
リン産生能の変化が示唆された。研究会発表時には母乳組成も含め時系列で測定値を報告
する。	 
	 
	 
	 	 
